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こ
の
度
、
７
月
19

日
の
任
期
満
了
に
伴
い
農
業

委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
再
任
７
名
、
新
任
１
名
の

体
制
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
肥
料
、
畜
産
飼
料
、
生
産
資
材
等
の
コ
ス
ト
が
上

昇
し
て
い
る
な
か
、
２
月
に
は
中
東
情
勢
の
悪
化
を

受
け
、
更
に
尋
常
で
は
な
い
農
業
資
材
の
上
昇
に
よ

り
農
家
の
所
得
減
少
傾
向
は
先
の
見
え
な
い
環
境
に

陥
っ
て
い
ま
す
。 

 

他
方
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る
「
新
た
な
水
田
政
策
」

で
は
、
水
田
・
畑
を
問
わ
ず
単
収
向
上
に
よ
る
生
産

性
向
上
を
促
す
制
度
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
作
付
け

面
積
に
応
じ
て
一
定
の
交
付
金
が
支
払
わ
れ
る
制
度

か
ら
、
収
量
に
応
じ
た
面
積
払
い
へ
と
切
り
替
わ
る

こ
と
が
大
き
な
変
更
点
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
国
の
政
策
に
先
立
ち
、
本
町
で
は
畑
地
化
し

た
水
田
を
中
心
と
し
た
畑
作
振
興
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
い
ま
す
。
本
年
４
月
か
ら
は
国
の
制
度
を
活
用
し

て
専
門
職
員
の
配
置
が
な
さ
れ
、
基
盤
整
備
の
メ
ニ

ュ
ー
、
コ
ス
ト
等
を
農
業
者
へ
提
示
で
き
る
よ
う
に

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
農
地
の
明
渠
、
暗
渠
、
除
礫
等
の
施
行
で
単
収
を

増
や
し
、
農
地
の
大
区
画
化
や
集
約
で
作
業
効
率
を

上
げ
て
総
合
的
に
生
産
性
の
向
上
を
目
指
す
事
業
を

目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
回
、
新
た
な
農
業
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
今

後
10

年
先
の
下
川
の
農
業
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

議
論
し
て
き
た
委
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
３
年
の

任
期
中
に
具
現
化
す
べ
く
活
動
し
て
い
く
所
存
で
お

り
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
し
、
新
体
制

ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

                           

し
も
か
わ
農
業
委
員
会
だ
よ
り 

発
行
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委
員
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毎
月

25

日
前
後
に
開
催
し
ま
す

。 
  

農
地
の
賃
貸
借
、
売
買
や
農
地
転
用
に
は
、
農

業
委
員
会
の
審
議
・
許
可
が
必
要
で
す
。 

 

総
会
は
、
毎
月
25

日
前
後
に
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
当
該
月
の
概
ね
10

日
を
目
処
に
事
務
局

へ
ご
相
談
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
申
請
書
等
の
提

出
に
つ
い
て
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 



しもかわ農業委員会だより ／ 令和８年９月発行 ／ 第５９号 

2 

 

    

農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
候
補
者
の
推

選
・
応
募
に
よ
る
募
集
を
行
い
、
下
川
町
議
会
６
月

定
例
会
議
で
の
同
意
を
得
て
、
８
名(

再
任
７
名
、

新
人
１
名)

の
農
業
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

７
月
21

日
開
催
の
第
７
回
農
業
委
員
会
総
会
で

会
長
、
会
長
職
務
代
理
の
互
選
を
行
い
、
新
体
制
が

決
定
し
ま
し
た
。 

 

委
員
の
任
期
は
、
令
和
８
年
７
月
20

日
か
ら
令

和
11

年
７
月
19

日
ま
で
の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。 

                      

                            

                           

新
体
制
の
農
業
委
員
の
ご
紹
介 

委 員 名：及川 幸雄(7期目) 

役  職：会長 

担当地区：北町、三の橋・25線 

委 員 名：三島  卓(4期目) 

役  職：会長職務代理 

担当地区：上名寄川向 

委 員 名：松岡 宏幸(1期目) 

役  職：委員 

担当地区：二の橋､幸成･一の橋 

委 員 名：品地 一彰(2期目) 

役  職：委員 

担当地区：上名寄第１、第２ 

委 員 名：押田すみえ(3期目) 

役  職：委員 

担当地区：渓和 

委 員 名：𠮷田 公司(4期目) 

役  職：委員 

担当地区：上名寄第３ 

委 員 名：佐藤 弘一(2期目) 

役  職：委員 

担当地区：班渓、桑の沢 

委 員 名：谷口 真帆(2期目) 

役  職：委員 

担当地区：中成 
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令
和
８
年
６
月
１
日
か
ら
３
日
の
日
程
で
、
全
国

農
業
委
員
会
会
長
大
会
が
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
、

下
川
町
か
ら
は
及
川
会
長
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
参
加
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
ま
す
。 

  

２
泊
３
日
の
日
程
で
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

及
び
北
海
道
選
出
国
会
議
員
要
請
集
会
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。 

 

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
で
は
、
来
賓
に
農
水

省
副
大
臣
、
政
務
官
、
委
員
長
を
迎
え
、｢
食
料
・

農
業
・
農
村･

基
本
法
、
基
本
計
画
に
お
け
る
政
策

の
実
践
に
向
け
た｣

政
策
提
案
、
申
し
合
わ
せ
決
議

の
議
案
が
提
案
さ
れ
原
案
と
お
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 

政
策
提
案
さ
れ
た
決
議
の
内
容
は
、
大
き
く
次
の

４
点
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
、 

①
農
業
の
構
造
転

換
を
集
中
的
に

推
し
進
め
る
た

め
の
施
策
の
具

体
化 

②
地
域
計
画
の
実

行
（
実
現
と
改

善
）
に
向
け
た

支
援 

③
時
代
に
適
合
し

た
農
地
制
度
見
直
し
と
農
地
に
関
わ
る
権
利
と
義

務
の
承
継 

④
農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
予
算
確
保
と
体
制
の
整

備 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
基
づ
き
施
策
具
体

化
に
つ
い
て
要
請
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

要
請
活
動
と
し
て
、
北
海
道
選
出
国
会
議
員
へ
の

要
請
集
会
で
は
衆
参
の
議
員
参
加
の
も
と
、 

・
人
口
減
少
下
に
お
け
る
担
い
手
の
育
成
・
確
保 

・
食
料
安
全
保
障
の
構
築 

・
農
業
予
算
関
係
等 

７
つ
の
大
項
目
に
つ
い
て
要
請
書
を
提
出
し
て
き
ま

し
た
。 

 

さ
ら
に
、
上
川
地
区
選
出
衆
参
国
会
議
員
へ
の
要

請
で
は
、 

・
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
交
付
金
の
後
継
事
業
に

つ
い
て 

・
基
盤
整
備
事
業
及
び
中
山
間
地
域
に
つ
い
て
等 

７
項
目
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
、
意
見
交
換
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

来
年
度
に
新
た
に
始
ま
る
水
田
政
策
、
中
山
間
地

域
へ
政
策
に
つ
い
て
は
、
制
度
設
計
の
段
階
で
支
援

内
容
に
つ
い
て
全
国
で
開
か
れ
る
地
方
説
明
会
で
の

意
見
を
踏
ま
え
て
か
ら
11

月
ま
で
に
制
度
と
予
算

を
決
め
る
、
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

農
業
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
国
の
政
策
、
制
度

の
情
報
を
把
握
し
、
今
後
進
め
て
い
く
予
定
の
基
盤

整
備
事
業
に
お
け
る
重
要
な
情
報
と
し
て
提
示
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

    

令
和
７
年
度
中
に
農
業
委
員
会
に
お
い
て
取
扱
い

し
た
農
地
法
及
び
農
地
中
間
管
理
に
よ
る
農
地
の
移

動
、
権
利
設
定
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

                     

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会 

 
 
 
 
 
 
 

参
加
レ
ポ
ー
ト 

令
和
７
年
度
の 

 
 
 
 

農
業
委
員
会
業
務
概
要 
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令
和
９
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
「
新
た
な
水
田
政

策
」
は
、
従
来
の
水
田
の
維
持
を
対
象
と
し
た
定
額

支
援
か
ら
、
収
量
（
生
産
性
）
に
応
じ
た
作
物
ご
と

の
直
接
支
援
へ
と
抜
本
的
に
転
換
す
る
制
度
で
す
。

日
本
の
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可
能
な
農
業

構
造
の
確
立
を
目
指
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

政
策
見
直
し
の
背
景
に
は
、
農
業
者
の
激
減
と
食

料
供
給
力
の
危
機
が
あ
り
、
田
畑
を
フ
ル
活
用
し
て

食
料
安
全
保
障
を
強
化
す
る
方
針
へ
と
切
り
替
え
る

も
の
で
す
。 

 

こ
の
政
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
３
点
で
す
。 

①
水
田
活
用
直
接
支
払
い
交
付
金
の
抜
本
的
見
直
し

と｢

５
年
水
張
り
要
件｣

の
廃
止 

 

・
非
主
食
用
米
・
業
務
用
米
の
生
産
性
向
上
支
援 

 

・
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
等
の
生
産
性
向
上
（
作

物
ご
と
の
収
量
に
応
じ
た
面
積
払
へ
移
行
） 

 

・
５
年
水
張
り
要
件
の
廃
止
と
産
地
交
付
金
の
見

直
し
（
効
果
検
証
と
支
援
内
容
の
見
直
し
） 

②
需
要
に
応
じ
た
米
の
生
産
・
加
工
品
（
米
粉
な
ど
）

の
利
用
拡
大
・
輸
出
へ
の
展
開 

③
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
・
多
面
的
機
能
支
払
の

見
直
し
と
新
た
な
環
境
直
接
支
払
い
の
創
設 

  

今
後
、
国
は
現
場
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
予
算

編
成
の
過
程
で
詳
細
な
単
価
や
要
件
を
決
定
し
、
生

産
者
が
来
年
に
向
け
て
判
断
で
き
る
よ
う
可
能
な
限

り
早
期
に
情
報
を
示
す
方
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

    

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
不
動
産
の
所
有
者
は
、

氏
名
や
住
所
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ

の
変
更
日
か
ら
２
年
以
内
に
変
更
の
登
記
の
申
請
を

す
る
こ
と
が
新
た
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

義
務
化
の
前
か
ら
住
所
等
が
変
更
に
な
っ
て
い
る

方
で
も
義
務
化
の
対
象
と
な
り
、
令
和
10

年
３
月

31

日
ま
で
に
変
更
登
記
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
そ
の
申
請
を

怠
っ
た
と
き
は
、
５
万
円
以
下
の
過
料
の
適
用
対
象

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
令
和
６
年
４
月
か
ら｢

相
続
登
記｣

の
義
務

化
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
３
年
以
内
で
の
登

記
が
必
要
で
、
正
当
な
理
由
な
く
怠
っ
た
場
合
は
、

10

万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。 

  

こ
れ
か
ら
、
農
地
の

売
買
や
賃
貸
借
を
考
え

て
お
ら
れ
る
方
は
、
相

続
登
記
や
氏
名
等
の
変

更
が
な
さ
れ
て
い
な
い

と
手
続
き
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
自
身
の
不
動
産

の
登
記
に
つ
い
て
、
今

一
度
ご
確
認
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

                               

下
川
町
に
は
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
」
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
急
傾
斜
地
に
も
多
く
の
牧
草
地
が
造
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
昔
、
農
業
を
営
む
者
が
生

活
の
安
定
に
必
要
な
農
地
を
求
め
た
結
果
、
傾
斜

の
き
つ
い
所
も
開
拓
し
、
牧
草
地
を
造
成
し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

し
か
し
、
酪
農
家
の
減
少
や
牛
の
産
乳
能
力
の

向
上
も
当
時
の
２
倍
以
上
と
な
っ
た
現
在
は
、
生

産
性
の
低
さ
や
機
械
操
作
時
の
安
全
上
の
深
刻
な

懸
念
か
ら
、
こ
う
し
た
急
傾
斜
牧
草
地
の
利
用
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

放
牧
へ
の
転
換
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、

牛
の
飲
水
施
設
や
避
暑
地
の
確
保
に
加
え
、
現
地

で
の
小
さ
な
搾
乳
施
設
と
人
員
が
必
要
と
な
る
た

め
、
現
実
的
な
運
用
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

さ
ら
に
、
日
本
の
食
料
自
給
率
が
38

％
と
低
い

中
、
牛
の
飼
料
と
な
る
基
本
的
な｢

草｣

で
さ
え
輸

入
牧
草
に
支
え
ら
れ
て
い
る
現
実
も
あ
り
、
日
本

の
食
を
担
う
現
場
の
葛
藤
の
日
々
は
こ
れ
か
ら
も

続
き
そ
う
で
す
。 

（
松
岡 

宏
幸
） 
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令
和
９
年
度
か
ら 

 
「
新
た
な
水
田
政
策
」
が
始
ま
り
ま
す

す
。
す 

編
集
後
記 

 

「

農
業
委
員
会
だ
よ
り

」 

は
下
川
町
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で 

も
公
開
し
て
い
ま
す

。 

  

不
動
産(

土
地
・
建
物)

の 

 

住
所
等
変
更
登
記
の
義
務
化
に
つ
い
て 


